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 ユネスコは、「万人のための教育（EFA）」及び「国連 ESD の 10 年（DESD）」に対
する理解と両者の効果的な実施を促進するため「EFA-ESD 対話」を開始した。教育分





















重視という ESD の理念は、教育の質の向上に大きく貢献するものである。 






の達成に向けた ESD の戦略的役割の立証を試みているという点である。 
 









て戦略的役割の一つを有するという著者らの見解を示す。本論文は、ESD 及び ESD の
10 年（DESD）を EFA アジェンダに貢献させるために採用することのできる方法を検
討し、それがどのように万人のための質の高い教育に向けた EFA の目標を強化するの




に、それらが全体として教育のための支援をどのように構築し、ESD と EFA の国内的


































 1990 年の Jomtien が開発を推進する上で、教育の重要性を強調し、1992 年の地球サ
ミットが持続可能な開発の中における教育の役割を強調したことから、国際アジェン
ダ及び国内アジェンダにおける教育の地位は、この 20 年の間に高まってきた。また、









側面に関しては、「ESD と EFA は万人のための持続可能な開発の促進及び構築にどの
ように貢献できるのか」という課題も、検討を要する重要なものである。この問いに
対する答えの一つは、時間をかけて ESD と EFA をより緊密に統合することである。
本論文は、ESD と EFA の統合に本質的に付随する各種の概念上及び構造上の課題、な
らびにこの統合を促進しうる種類の結合された概念及び構造を検討する。 
 上述の検討を行うためには、まず、「ESD」と「EFA」の定義を明確にする必要があ



























図表 1：EFA 及び ESD の分類と重複 









































































ことを目的とした EFA と ESD の協力の余地は、明らかに存在している。 

















いて、新たに 2000 万人の小学生が誕生しており、47 か国が普遍的初等教育を実現し
ている（UN グローバル行動計画 2007: 2）。しかし、現在の教育方法にもとづいた基礎














































能力の開発にまで変化してゆく、教育モデルの帯域からなっている。EFA と ESD の一


















の支持も受けてきた。EFA と ESD を結び付けることによって、共通の将来のために両
者の成果をもとに、より適切に対応することのできる互恵的な環境を実現することが
可能であるという考えが、支持を獲得するための要素の一つとなるだろう。 
 持続可能な開発を実現するためには、 も豊かな国々における教育と も貧しい
国々における教育の両方を検討する必要がある。EFA は、当然のことながら、基礎教












































 ESD と EFA の間には、多くの重複が存在する。 
 ESD と EFA の間には、基礎教育を重視する EFA の姿勢、ESD の目的の広範性、
ならびに社会的及び地理的な相違からも見て取れるように、一定の課題及び緊張
関係が存在する。 
 両者のアジェンダを強化するための貴重な機会を提供する、ESD と EFA の間にお
けるシナジーの潜在的可能性。 
                                                        
1 「教育の質に関する閣僚円卓会議」ユネスコ総会第 32 回セッション（パリ）2003












相互に結び付ける上での ESD の広範な役割について述べる。そして、MDG 達成に対
する ESD の、特に貧困削減及び EFA に関係する貢献の実績、及び将来的な可能性を
検討する。 












































































































 も貧しい人々は、 も脆弱な地域の中、そして も脅威にさらされている生態系
の中で生活している人々でもあるため、必然的に、これらの人々が も大きな被害を
受ける。 近では、主要機関が一般脆弱性を査定する一環として「気候変動の影響に
対する脆弱性」を査定することが定着し始めている（Biggs & Satterthwaite 2005）。 
 しかしながら、今日においては全世界の生産、消費、及び資金調達が極めて密接に
結び付いているため、豊かな国々も、大きな投資を行って構築したインフラの喪失に



























                                                        








































































































 このアプローチは、貧困削減だけでなく、貧困防止としての ESD との強い結び付き
も有する。なぜなら、ESD の目的は少なくとも部分的には繁栄と福祉の発生源を保護
及び維持することだからである。 




                                                        
3 ボスニア・ヘルツェゴビナ政府（2002）『貧困削減戦略ペーパー』 




















という問題への取り組みにおける ESD の役割は、図表 4 に示す通りである。 
 


















こと － まずは国連自身から開始する 
● 気候変動によってもたらされた貧困関係の結果ならびに将来的に発生する可能性のある貧
困関係の結果との間により強い関連性をつくり出すこと 















































 図表 5 は、以下に示す枠組みを使って、様々な種類の貧困削減・防止に対する EFA
及び ESD の現時点における貢献の形の一部の特定を開始するものである。また、この



































































































































MDG 8  
 
結果的な貧困の緩和に対する ESD 及び EFA の貢献を示すセルは、付録 1 に示されて
いる。 
 
一般の MDG に対する認識の促進、MDG への提携及び支援の構築 
 
MDG の達成に向けて ESD が果たすべき戦略的役割の第 3 の要素は、一般の人々の
MDG に対する認識を促進すること、そして一般の人々及び政府の支援及び資源を確立
することである。ESD が環境に関する持続可能性に関する MDG 7 とその他の MDG を
 24
概念的及び構造的にどのように結び付けることができるかについては、本論文におい
て先述した通りである。また、ESD の責任範囲の広さは、特に ESD 及び DESD がメデ
ィア及び一般の人々の間における認識を促進するためのキャンペーンにかかわること





を重視する ESD の姿勢は、MDG に対する支援を構築するためのセクター間、政府省
庁間、及び部門間の結び付きを創出する。また、ESD アジェンダへの NGO の積極的
参加は、革新及び発達のための新たな空間を提供する。 














● MDG に対する多セクター型アプローチの推進 
● 貧困の削減及び防止における ESD 及び EFA の役割の強調 
● 資源の動員の擁護論の提示及び貧困削減という点での、ESD と EFA のシナジーに
よって付加された価値の実証 





セクション 3：EFA の国及び国際アジェンダにおける ESD の地位の引き上げ 
 
前セクションでは、ESD と EFA の統合によって実現される可能性のあるシナジーに焦
点を当て、ESD の MDG、EFA、及び貧困削減アジェンダに対する貢献の内容について





 本セクションでは、まず EFA アジェンダへの ESD の導入と、ESD への EFA アジェ
ンダ導入のための方法に関する一般論を述べる。その後、協働によって教育に関する
全体的な擁護論が強化されうるという一般論について説明する。そして、EFA アジェ




に関する教育の再方向付け（2003）」という Pigozzi の論文にもとづいたものである。 
 
















                                                        



































 現在における「EFA にとっての 緊急課題（UN EFA グローバル行動計画 2007: 14）」










ESD が EFA アジェンダに対して提供できるもの 
 
先述したように、ESD と EFA の間には、かなりの重複と潜在的シナジーが存在する。
これは、すでに EFA 及び ESD の各種の国際政策文書の中において、かなり明確に認





管理、及び維持を可能にすることである（同書:1）。」EFA と ESD は万人のための質の
高い教育というこのビジョンを共有しているため、この領域がシナジーのための潜在
性が も大きい領域だということになる。 
 質の高い教育というこのビジョンは、すべての EFA 目標（「包括的早期児童ケアの
改善」に関する目標 1 から「教育の質のあらゆる側面の改善」に関する目標 6 まで）






って EFA アジェンダを強化する。これは、EFA による教育のあらゆる側面及び形態を
通じた平和、平等、人権の尊重、ジェンダー、環境、文化的多様性などのような価値
観の推進を可能にし、結果的に、持続可能な形で発達するための力を市民及び社会に












MDG の中における政治的輪郭の不足、ならびに ESD と万人のための質の高い教育の
関係に対する理解の不足である。国際政策というものは通常、全世界的な要請及び新










ESD と EFA の潜在的付加価値を現実の付加価値にすることが可能だと考えられる。図
表 5 に示されているように、ESD は、HIV・AIDS 教育やジェンダー・イニシアチブな
どのような、EFA がより多くの経験及び方法を有している領域において、EFA から学
ぶことができる。 





2003; Braidotti ら 1994 も参照）が、全体としてジェンダー関係の問題はこれまでのと
ころ、幾分軽視されているといえる。 
 ESD と EFA の統合は、両アジェンダの有効性と効率を 大化するための機会ならび
に資源量の拡大について、より強固な擁護論を提起するための機会を提供する。また、




















「EFA に関する国連グローバル行動計画」によれば、EFA にとっての現在の「 緊急













 質の高い教育に対する ESD の共通のコミットメントは、国と国際レベルで ESD と
EFA の両方を強化する質の共通概念を形成する中における収束とシナジーのための大















このレンズを通して見ると、ESD のための資格を与えるカリキュラムと EFA のための
資格を与えるカリキュラムを区別することが難しくなる。ユネスコによって特定され

















10) 分野横断型である。一つの分野が ESD を独占することはできず、すべての分野が
ESD に貢献することができる 
11) 参加型学習及び批判的反省の技能を促進する多種多様な教育手法を使用する
（UNESCO 2007、「ESD に関する序論的注釈」） 
 
しかしながら、これらの原則は、EFA の文書・ガイドライン、あるいは教育実践には





びに教育における能力開発という点で不十分である（UNESCO IBE 2005: 11）。したが














ジョンの中に、より明確に示されている（EFA GAP 2007: 1）。また、EFA と強く結び
付いている各種の国連合意にも、人権に対するコミットメントをはじめとする様々な
価値観が盛り込まれている。 


































































組みを追求するものである（Pigozzi 2003: 11）。すでに、いくつかの EFA プログラムが、
貧困削減という点でのカリキュラムの妥当性を向上させるための試みを行っている。





IBE 2005: 14）。これらのほとんどは、ESD の枠組み及びそのアプローチを以下のよう
に使うことによって対処できるものである。 
 
図表 6：ESD の提供できるカリキュラム 





















                                                        
6「教育における革新と情報」 2005 年 4 月～8 月 


































 図表 5 で示した貧困削減、EFA 及び ESD には、EFA と ESD の 2 つのアジェンダを
統合することによってどのように両者が強化されるかが示されている。ESD がこれら
両アジェンダに対してかなり多くの力を提供できるということはすでに証明されてお
り、このことは、EFA アジェンダの中で ESD を強調するため、そして ESD アジェン












者及び大人に焦点を当てた EFA の目標 3 の達成を助ける可能性がある。 




























EFA と ESD の間には、類似した価値観や目標などのような数多くの共通点があるが、
EFA は、それを道具として扱うような形で議論されることが多い。その理由の一つは、
EFA が使用している評価手法が欠陥のあるものとして認識されているという事実であ
































「セクション 3：EFA の国及び国際アジェンダにおける ESD の地位の引き上げ」のま
とめ 
 











本論文でこれまで述べてきたように、ESD と EFA の統合度の引き上げを可能にする近
道や即効薬のようなものは、存在しない。ESD と EFA はいずれも、複雑なアジェンダ、














本論文のここまでの議論から、ESD と EFA の間において対話及び共有アジェンダを構
築する上で役立つ可能性のある 3 つの検討事項が浮上してきた。 
 
● ESD に関する検討事項：どうすれば ESD は貧困削減・防止により関心を払うこと
ができるのか。 
● EFA に関する検討事項：どうすれば EFA は貧困削減・防止と環境保護・保全の間
のつながりにより関心を払うことができるのか。 
















● ESD と EFA の結び付けに関する一般的な概念的事項 
● MDG 達成の支援に対する ESD と EFA の貢献の検討 








































‐ESD 及び EFA における能力開発 
 


























● あらゆる種類の再帰型学習 － 自身の活動への理念・原則の批評的適用 
● ビジョン、目標、及び目的に関する組織内での議論 































れる成果の一例としては、以下の 3 点が挙げられる。 
 
● MDG 達成の支援という点からの ESD と EFA の改善の提案 
 43





EFA プロセスへの ESD の組み込み 
 



























反映されるべきである（UNESCO 2005 付属文書 1, 9）。」 





プダウン的なものになるともいえる。しかしながら、EFA と DESD の構造及びメカニ
ズムの多くは、似通ったものである。2 つを並列のプロセスとして機能させるよりも、




 国レベルでは、国内 EFA 計画の策定が、ESD アジェンダが何らかの役割を果たすこ
とを可能にするような機会をもたらすことはないが、これを促進するためのシステム
は整備しておく必要がある。DESD は、すでに ESD 戦略を策定したいという意欲を多
くの国々に抱かせるインセンティブを提供している。したがって、ESD と EFA の 2 つ
のアジェンダを結び付けるというグローバル政策による先導は、非常に高い効果をも
たらしうる。地球規模では NGO のための年に一度の「EFA 合同協議」が、特に NGO
の多くが EFA と ESD の両方に対する共通の関心を抱いているという事実を考えると、
質問及び共通の関心事・懸念を持ち出すための一つの確固たる機会を提供する。 
 ビジネス・セクターが EFA に関与し始めたのは 近のことであるが、3 つのセクタ








GMR は、EFA のための主要な国内・国際における報告メカニズムである。GMR は、






いる（Amadio, Gross, Ressler, 及び Nhung, 2004）。 


















 本論文では、収束プロセスを始めるにあたり、少なくとも 2 名の ESD メンバーを
EFA の評価・モニタリング関係の部門に送り込むことを提案する。この新規メンバー
に、MEEG グループ内における新展開に関する連絡係、そして EFA との連携に関する
問題及び重要事項に関する情報入手係としての役割を与えるというのも一つの選択肢
である。 
 ESD のための基準の考案・検討及び確立、ならびにそれらの基準を EFA にどのよう
に結び付けることができるかについての検討に関しては、両支持者から可能な限り広
い範囲を代表する人々を参加させることが、特に重要であると考えられる。より広範
な議論を開始するための一つの方法は、ESD と EFA の両方を MDG に貢献するものと
して一緒に検討するための地域イベントを組織することである。その場合は、質及び
報告に関する合同アプローチが、議題項目の一つとなりうる。この種類の議論は、先
述したように、質の定義に対する Pigozzi のアプローチから開始することもできる。 
 また、本論文を作成する過程における、ESD と EFA を、MDG 達成を支援する上で
のその役割に関して評価するという作業は、非常に啓発的であった。MDG は、国連の
プロセスを通じて合意されたものであるという強みがあるが、ESD と EFA のいずれに
とっても極めて困難なものであることが判明した。これは、「主要側面の指標という形
で開発される MDG に対する貢献の潜在的可能性」を強調するものである。これに関
しては、ESD 及び EFA の支持者との協議及び開発を視野に入れて MEEG で議論及び
定式化を行うということも、一つの選択肢である。また、特に貧困削減及び貧困防止
にかかわるESDと万人のための質の高い教育の関係に関するさらなる研究がプロセス







● 学習パートナーとしての ESD と EFA の重視 
● ESD・EFA の議論のための支持者横断型イベントの組織 
● EFA・ESD のための研究アジェンダの開発（付録 2 参照） 
 
二国間・多国籍ドナーの連携関係の構築： 
● ESD と EFA の結び付けを通じた「付加価値」の概念の重視 
● 事業の多面的成果の実証 
 
EFA プロセスへの ESD の組み込み： 
● ESD・DESD によるメカニズム等の開発のための空間を確保 
● 協議型でかつ創造型、そして文脈を把握した作業方法の重視 
● 国内 EFA 計画内の ESD 要素の提案 
● NGO との EFA 合同協議のための、質の高い教育に関する ESD 議論の提案 
● 合同 3 セクター・アプローチ及びイベントの開発 
● ESDFA を通じた資源を 大化するための EFA ハイレベル・グループとの政治的擁
護論の構築 
● GMR 2008 に関するウェブ協議・報告における ESD 要素の提案 
● ESD と EFA を収束させるための、道しるべ（DESD の段階的道しるべにもとづい
たもの）の組み入れ 
● MDG に対する国内的及び国際的な認識を引き上げること、そして MDG 達成のた
めの教育における対応を 大化することを目的とした、ESD と EFA の支持者の統
合 
● 国内的及び国際的な教育・学習擁護論の推進を目的とした ESD と EFA の支持者の
統合 
● ノンフォーマル・セクターにおける ESDFA のためのシナジーの特定及び開発 
● 国際レベル、国内レベル、及び地域レベルの教育政策立案者の間におけるより活発
な関与の促進 
● 特に、貧困削減にかかわる ESD と質の高い教育の関係についてより多くの研究の





● EFA の評価・モニタリング部門への ESD メンバー2 名を送り込むこと 
● 合同報告アプローチを含む、MDG に対する ESD・EFA の貢献を検討する地元イベ
ントの組織 
● ESD・EFA による質の高い教育の共通概念の開発のためのワークショップ 
 
リーダーシップに関する能力開発と ESDFA のための学習組織に関する能力開発： 
● ESD 及び EFA におけるリーダーシップ開発を促進するためのメカニズムの構築 
● ユネスコに ESD のための学習組織になるように促すことを目的としたアクショ
ン・リサーチ・事業の設置 
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付録 1：EFA-ESD 対話に関する議論の概要 
 
この議論について 初の草稿は 2007 年 9 月 21 日にユネスコのパリ本部で行われた
「EFA-ESD 対話」に関する第 1 回専門会合において発表された。この会合に参加した
のは、「UNESCO DESD リファレンス・グループ」のメンバー、「モニタリング・評価
専門家グループ」、ならびに日本、スウェーデン、フィンランド、フランス、OECD、
及び「EFA グローバル・モニタリング・チーム」の EFA 専門家である。 
 










万人のための質の高い教育：参加者たちは、EFA と ESD の目標が質の高い教育という
領域において一致するという合意、そしてこの目標を達成するためには ESD-EFA のシ
ナジーが不可欠であるという合意に達した。EFA の目標 3 が EFA と ESD のシナジー
のための妥当かつ内容の濃い合同作業土台を提供するということ、そして EFA の目標
2、4、及び 6 も EFA と ESD との結び付きを有するということが確認された。EFA と
ESD はいずれも権利基盤の教育支持者であり、この点を強調すべきである。 
 
EFA と ESD の独自性：EFA と ESD はいずれもすでに単独で強力な「ブランド」とな
っているため、今後も別々に発達し続けるべきであり、どうしても必要な場合にのみ
共同作業を行うべきとする者もいた。EFA の方が理解しやすく、ESD は場合によって




















































EFA と ESD はドナーに対する共通のアプローチを有している：EFA と ESD は、限り
ある資源の獲得合戦をするのではなく、「質の高い教育」の向上についての擁護論の提
起に向けて共同で活動を行うべきである。相対的に幅の広いアジェンダを有する ESD










政府、民間セクター、コミュニティ、及び個人の参加を促進し、EFA と ESD のシナジ
ーを増強すること。 
 
EFA モニタリング・プロセス、「EFA ハイレベル・グループ」、及び「EFA ワーキング・
グループ」を通じたユネスコ内における共同作業メカニズムの模索の継続。GMR 2010
のための ESD 焦点の組み入れの検討。EFA の促進を支援することを目的とした ESD





と ESD の支持者を統合するための 1 つまたは 2 つのパイロット・事業を迅速に設
置すべきであるという提案が提起された。 
● 参加者たちは 2007 年 11 月のユネスコ総会において総括報告書を発表することを
推奨した。 





教育界へのカスケード展開の潜在的可能性の提供という点で、EFA と ESD のシナ
ジーにとって非常に重要なものであるという結論に達した。これは、アフリカ諸国
においては特に重要である。 
● ユネスコはドナーのために ESD に関する論文を作成すべきであるという提案が提
示された。 














ある ESD と EFA のための制度変更と、カリキュラムの必要条件であるより広いプロ
セスの間との区別、ならびに研究開発のための特別な支持を要する革新、を考慮に入
れたものである。以下に示すリストのすべての項目について、特別な研究開発努力が





EFA と ESD のシナジーに関する研究 
 
● 資金提供者のために ESD・EFA 統合のメリットを証明するための方法に関する絞
り込み型研究 
● ESD 及び EFA のメッセージの明確化及び社会的市場調査 
● ESD・EFA と貧困防止に関する研究及びパイロット（UNEP・世界銀行との協力） 
● 質及び報告にかかわる EFA・ESD 合同アプローチに関する研究（GMR との協力） 
● カリキュラム、戦略、及び組織の変更の資金・ガバナンス・管理にかかわる事項を
含む、EFA・ESD のためのリーダーシップの効果的な支持に関する研究 
● 気候変動及び EFA・ESD を明確に考慮に入れた、教育、環境、及び社会の変化の
適切なモデルに関する研究 
● EFA、ESD、「識字の 10 年」の相互間の結び付き 
● EFA と ESD の結び付けに関する「権利の視点」の形成（HCHR との協力） 
● 紛争地帯及び破綻国家の中における学習という観点から見た EFA・ESD の妥当性 
● HIV・エイズにかかわる教育及び緩和に対する EFA・ESD の貢献 






























EFA ESD 付加価値： 
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道しるべの種類 











































































































2002 年：軌道に乗った EFA 










市民社会 － 多種多様なネットワーク及び団体協議（上記参照 － 600 を超える国際・
 65
国内・地域ネットワーク） 









HIV 及び AIDS に関する教育 
 教育に関する UNAIDS エージェンシー間作業チーム － 国際パートナー（例：エー
ジェンシー、二国間資金提供者、CS）の間における協調、アドボカシー及びネットワ
ーキングのための土台。 




































 アフリカ連合による「アフリカの教育の 10 年」（2006～2015） 
 
テーマ別パートナーシップ： 
 これらのパートナーシップは、「EFA 旗艦プログラム」とも呼ばれる。 
 
新規パートナーシップ： 














● 資源の動員を含む、EFA のためになる国内的及び国際的な参画への動員 
● 貧困緩和及び開発に関係する戦略と EFA 政策の結び付け 
● 教育開発に対する市民社会の関与の拡大 
● 参加型でかつ責任能力のある教育ガバナンス・システムの構築 



















教育セクターの計画策定への ESD 組み込みの拡大の可能性及び EFA の調整をそれぞ
れ提供する。 
 
EFA 及び DESD の主導機関兼コーディネーターであるユネスコは、規範及び政策に関
する議論の主導、ならびに下記のことを実現するための EFA と DESD のメカニズムの
協働の形態に対する理解の促進という 2 つの役割を担っている。 
                                                        
















● 特に、国レベルでの EFA を通じた ESD の促進、及び ESD を通じた EFA の促進を
目的とした EFA と ESD の間における運用上の連携 
● 国際EFAアジェンダ及び国内EFAアジェンダの中におけるESDの地位の引き上げ 
● EFA プロセスへの ESD の組み込み、ならびに EFA メカニズム（「ハイレベル・グ
ループ」、「作業部会」、「国際諮問パネル」）及び DESD メカニズム（「ハイレベル・
パネル」、「リファレンス・グループ」、MEEG）の間における連携の促進 
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